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　　昨年ワ≧ジト≧で外務省の軍算機関係の人

　から，アメリガにおけるIRの現状たついて　、

Wt％Tttら乗ご≧があった・．役の言に婦・

　と，・システムが複雑すぎて今はどともうまく

「いっていないとのζとで；・ただひとつ1デン、

バーにある空軍の紅海紛ズテr・・’・　L’・1．T亘

　（Legal　lnformation　Through　ElectrQpics）

が例外だとのことであった。．デンバーは私の

メケジュー．ル1ζ1まいっていたの庵，訪問する’

升ンズはあ戸たのだが・「．何輝の施設なの．

、でp’前もって許可をとっておく必要があると’

　のζとであ？た。、だがデンバー滞在期間炉丁

’度クリネマ．ス直前にあたったこともあり’，・結

聯智頭念してレまρた・あとでスタン7・．

オ「ド大学の電算機関係者から聞いた’ﾆこ
tt：う・1彼等でも許可：を宇戸の¢3心耳妹必要と1

のことで，． ｱっちみち訪問は不可熊であった。

　このシステムはすンラインではな．く・1　・s”ッ．

チ． ｦデム寄るカ1越嗣灘う．まく禽
っ．て，オンラインに近い成果をあげているど

ρ酵であった・靴でプメ堕議会の公聴
会記録（ピヤリング）、、な密にL、エTElと関す

るものがあることを知り，留れを読んだので

⑳鯛内でヒのシステ聴鋤Pてみる．．

　．このシステム単961年目，．．窒軍が会計監査

に必要奉法律清掻を電算機によって．1－Rする．

ことを目的とし℃開発されたものである♂』

　このためにはUnited　Stat甲Code　tと会1

計監査宮の決定の全文をそりまま入力してデ’．

汐鵡ス．とする腰が勢数年に契約・

によ蛎ピッツバrグ大学が工BMの協力を

得て入力をした。この問入力とソフト開発に「．

要した三三は130万ドルであ否。・（こ・の額ぽ．，

1968年度のLC機械化全予算と同額である）

　　LrTEはテキストの全文を入力してお

，き，112の不要語以外の論語をKWIqの形．

‘で出力するシステムであり，1964年の手作業・

≧電算機にタるIR結果の比較テストでは，

ζその当時・79・旛を記胤て・・た〉拓％．

、は人による調査がすぐれ，44．1％はマシンと

　　　　ご人とが戸等であり・4＆4％は電算機による方

がすぐれているという感果がででぐる。

　SupersonicとV・う語「をUni亡ed’Sttttes
　　　　　　　　　　　　　　　　ザ
Code．中から探し出すとき，ζの語が索引さ

れていなからたため人が発見するヒとができ

，なかったが，．電算機システムでは全文を検索

対象とするため3件発見することができた。．

　とのゆに関連ある寂り高鷲漏れなく、

画し出すためには，全法律・規定・決定を入・

’カしUp－to－dateに維持していく、ことが必要

、である。LI　T，　E，のデータ・fqT・スには基本

∫』的な法律以外にも膨大な量ρ軍関係の規定類

が入力されている。たとえば，子算案，旅費
』． K定，・軍事裁判所の記録などである。．、

　空軍がこのLITEシステムき独占してV・1

るわ1オではない。’ ~坐省以外の連邦政府機関幽

は，調査1件あたり35ドルでこのシステムを．

，利用することができた。

遡江の・恥ら1試射1・3・2倖の調査
があり・，！うち22の宣以外の機関河幅04件の調．

査を依頼しでV・る。1966年10月から1967年6

月まで9調査件数は757件1と増加したが・こ

「の期間はN今S．Aを除き・利用｝ま軍関係機関

のみ｝ζ塗ってし衷『てめる。議会の公聴会炉

あった0は1967年で，．今後ともζのホうに広・

範囲な法律関係デ照察9’ベースを空軍が管理

していっでよいかどうかということと∴初期、

り外注梨約において若干法律的な不備な点が

あらたこどが主として論議されている。
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